





























































学』 (吉野紀, 浅田統一郎, 内田和男訳) 多賀
出版,     年｡
ミンスキーの金融不安定性理論とアジア通貨・金融危機
































る｡ また, それに伴い, この理論を開放経済
体系によって考察しなければならないとして



































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
４) 萩原伸次郎 ｢    ミンスキーの投資理論と
金融不安定性仮説｣ 『世界経済と企業行動』     






































































たって, 金融市場の諸関係, その撹乱性, 不安
定性を説明する理論は有益である｡
８)     ケインズ 『雇用・利子および貨幣の一
般理論』 (塩野谷祐一訳) 東洋経済新報社,     
年｡
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  ) ミンスキー, 前掲書 (注２),    頁｡  ) ミンスキー, 前掲書 (注３),    頁｡  ) ミンスキー, 前掲書 (注２),    頁｡  ) ミンスキー, 前掲書 (注３),    頁｡
  ) ミンスキー, 前掲書 (注２)    頁｡  ) 同上書,    頁｡  ) こうした考え方は, 資本構成は企業価値に無
関係であるとする, フランコ・モジリアーニと
マートン・ ・ミラーの論文 (いわゆる  






























































                               
ー, 前掲書の第４章 ｢企業金融と資産価格の決
定｣ ではまだ出てこないが, 第５章 ｢投資理論｣
に登場する｡  ) ミンスキー, 前掲書 (注２),    頁｡  ) ミンスキー, 同上書,    頁｡  ) この負債デフレモデルは後に詳しくみアジア
通貨・金融危機に適用できる｡ インドネシア,
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  ) ミンスキー, 同上書,    ‒   頁｡  )     ケインズ 『雇用・利子および貨幣の一
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  ) ミンスキー, 前掲書, (注２),    頁｡  ) 実物資本という概念を量的にとらえることは,
｢ケンブリッジ資本論争｣ で議論されたように
困難であるが, ある種の製品を生産するための
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性｣ と呼んだ｡  ) アジア通貨危機に際しては, この不確実性が
突然現実のものとなり, ｢安全性のゆとり幅｣































































































































































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) ミンスキー, 同上書,    頁｡  ) ミンスキー, 同上書,    頁｡
                                                                
るための準地代 の分析を 『金融の不安定
性の経済学』 の第８章 ｢投資と金融｣ の中で
行い, キャッシュ・フローの重要性を説いた




































































































































































































































































































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   




























































































































































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) 『日本経済新聞』     年６月  日 ｢経済教室｣








た｡ 特に, 米国, 欧州においては, 自己資本
不足に陥った金融機関には積極的に資本注入
した｡ 今回のユーロの危機では, 各国の財政
赤字が注目されており, 財政発動や金融機関
へのさらなる資本注入は難しくなっている｡
こうした状況の下で, 不確実性を除去するに
は, ミンスキーの金融の不安定性理論を理解
した上での一層の国際協調とマクロプルーデ
ンスが必要とされている｡
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